
正誤表
本書におきまして、下記の通り記載内容に誤りがございました。
訂正してお詫びいたします。

実践編 BiNI Approach
，次に紹介する横足根関節は距骨と踵骨がそれぞれ前足部の骨（舟状骨，立方骨）と

でなす関節であることから，距骨下関節の動きが直接的に前足部のアライメントを変化させ
る．最もわかりやすい現象として，内側アーチの高さと前足部の幅の変化はこの仕組みによ

の配列を同時にかつ瞬時に変化させるという強力な「変換器」の役割をもつことであるとい
える．この機能をトルクコンバーター・システムという（図 19）．

のピックアップポイント⇒「距骨下関節との連動性および

，足部内側に位置する舟状骨が距骨となす関節「距舟関節」と外側の立方骨
つの関節の総称である．2つの運動軸において前額面上

，水平面が合わさった背屈外転，と底屈外転（斜軸）という動〔誤〕

また，次に紹介する横足根関節は距骨と踵骨がそれぞれ前足部の骨（舟状骨，立方骨）と
でなす関節であることから，距骨下関節の動きが直接的に前足部のアライメントを変化させ
る．最もわかりやすい現象として，内側アーチの高さと前足部の幅の変化はこの仕組みによ
るものである．

の配列を同時にかつ瞬時に変化させるという強力な「変換器」の役割をもつことであるとい
える．この機能をトルクコンバーター・システムという（図 19）．
ｃ．  横足根関節（ショパール関節）のピックアップポイント⇒「距骨下関節との連動性および

前足部ロック機構」
横足根関節は，足部内側に位置する舟状骨が距骨となす関節「距舟関節」と外側の立方骨

が踵骨となす関節「踵立方関節」の 2つの関節の総称である．2つの運動軸において前額面上
での内反外反（縦軸），矢上面，水平面が合わさった背屈外転，と底屈内転（斜軸）という動〔正〕
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